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1. 概要
LINUS Control ソフトウェアは、Coda LINUS アンププラットフォームのコントロールおよびモニ
タリングのための信頼性の高いアプリケーションです。Mac OSX と Windows、またタブレットと
ネイティブインターフェースの両方に最適化されています。デバイスファームウェア、スピーカーファ
イル、制御ロジックのほか、サードパーティー機器からの LINUS アンプのオフラインリモートコン
トロールを可能にするサードパーティー UDP 制御プロトコルが付属しています。

1.1. ネットワーク
LINUS アンプはイーサネットネットワーク上で TCP/UDP を使用して通信します。LINUS Control
アプリケーションを使用すると、MacOS または MS Windows パーソナルコンピューターから機器
をコントロールできます。コントロールデータ、ファームウェア、およびスピーカーファイルは全て
このイーサネットネットワーク上で伝送されます。現在、1 つの物理ネットワーク上で最大 250 台（理
論値）の LINUS 機器をコントロール可能です。

各 LINUS 機器に固有の ID ナンバー（前面パネル LCD 右上の数字）が必要です。ネットワーク上で
ID が重複している場合、ネットワーク全体の性能が低下し、正常な動作が保証できなくなります。ネッ
トワーク上で重複している ID を修正した場合、ほとんどの IP ベースシステムと同様に、場合によっ
てはネットワークスイッチやネットワークルーターをリブートするか、スイッチの内部 MAC アドレ
ス -IP テーブルが更新されるまで待つ必要があります。

個々の機器には 100Mb/s インターフェースが搭載されていますが、ネットワークの規模が大きい場
合、特に LINUS Control コンピューターのインターフェースについて、ギガビットネットワーキン
グインフラストラクチャーを利用すると大いに役立ちます。ネットワークは、100m までの CAT5e 
U/FTP ケーブルで接続してください。100m を超える場合、ファイバーリンクを備えたネットワー
クスイッチを使用する必要があります。

注意 最大長である 100m は通常、損傷していない新しいケーブルでのみ達成可能です。ケーブルに損傷
／つぶれ／ねじれがある場合やケーブルの品質が低い場合、イーサネットリンクの実際的な最大長は
100m を大きく下回ることがあります。

最適な性能を得るために、ネットワークインフラストラクチャーを接続する前にネットワーク上の
LINUS ID が全て固有であることを確認してください。なるべくスターネットワークトポロジーを使
用する必要がありますが、通常は 1 ノード当たり 6 台までリンク（デイジーチェーン接続）できます。
さらにデイジーチェーン接続することも可能ですが、テストして確実に通信できることを確認する必
要があります。LINUS14D の Dante ポートは、（ほとんどの場合）スタートポロジーネットワークに
接続してください。送信側と受信側の間の最小ホップ数を守るように細心の注意を払うか、ネットワー
クの安定性を保証するためにレイテンシー設定を適切に上げる必要があります。
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1.2. アンプの ID ナンバーと IP スキーマ
アンプは、前面パネル LCD 右上にアドレス可能な ID ナンバーを持っています。このナンバーは、
LINUS Control がオフラインの場合またはアンプがネットワークから切断されている場合にのみ調整
できます。

注意 ID ナンバーは、サブネット 192.168.1.X における IP アドレスの第 4 オクテットに相当します。

例えば、ID ナンバーが 42 のアンプは IP アドレスが 192.168.1.42 ということになります。

コントロールコンピューターにアンプと通信するための特定の IP アドレスは必要なく、サブネット
192.168.1.X に固有の IP アドレスさえあれば問題ありません。

注意 一応の目安として、LINUS Control コンピューターはアドレスを 192.168.1.251、サブネットマ
スクを 255.255.0.0 に設定することをお勧めします。サブネットマスク 255.255.0.0 はファーム
ウェアアップロード処理中にのみ必要です。これは、アンプがファームウェア更新処理中に一時的に
192.168.10.10 に切り替えるためです。ファームウェアの更新が完了したら、より適切なサブネット
マスクに戻してもかまいません。

1.3. ファームウェアのアップグレード
LINUS Control は、アンプのファームウェアおよびスピーカーライブラリを正しいファームウェア
に安全に更新するための内部ロジックを搭載しています。ファームウェアの正しいアップグレードお
よびダウングレード手順については、付属文書『LINUS Update Procedure(LINUS アップデートの
手順 )』を参照してください。

注意 付属文書『LINUS Update Procedure(LINUS アップデートの手順 )』に記載されているとおりに
ファームウェアをアップグレードしないと、アンプが予測不能な状態に陥り、LINUS Control から通
信できなくなります。この場合、ハードウェア更新モードに切り替え、文書に記載の手順に従って更
新をやり直す必要があります。

1.4. ファームウェアのダウングレード
LINUS アンプを v1.2.X にダウングレードする場合、付属文書『LINUS Update Procedure（LINUS
アップデートの手順 )』を参照してください。

1.5. 複数のクライアント
1 つのホスト上または同一コントロールネットワーク上で複数の LINUS Control を実行することは
できません。ただし、別のコンピューター、タブレット、iPad などで Google Chrome のインスタ
ンスを実行し、そこから LINUS Control バックエンドサーバーをコントロールすることは可能です。
それには以下の手順に従います。

・ LINUS Control の画面左下の歯車マークを押して Remote Access を有効にします。



Operation Manual　- LINUS Control v2.1.30 -

- 6 -

・ 別のデバイスに Google Chrome をインストールし、実行します。
・ Google Chrome のアドレスバーに、LINUS Control ホストマシンの IP アドレスの後にコロンと

「8111」（コントロールポート番号）を付けて入力します。
・ アクセスするとネイティブの LINUS Control インターフェースが表示されます。
・ そうすれば、VNC クライアントなどを使用する必要がなくなります。

・この例では「192.168.1.250」がホストマシンの IP アドレスです。

2. LINUS Control アプリケーション
LINUS Control アプリケーションは、上部ツールバー、ワークスペース、および下部ツールバーとい
う 3 つの部分に大きく分かれています。上部ツールバーと下部ツールバーは全てのビューで表示され、
ワークスペースは LINUS Control の動作モードに応じて変化します。

2.1. 上部ツールバー
上部ツールバーには、LINUS Control の上位階層にあたる動作モードと、アンプの詳細ビューを選択
するためのドロップダウンリスト、マスターミュートボタン、フォールバックリカバリーボタン、お
よび LINUS Control をオンライン／オフラインにするためのコントロールが含まれています。
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2.2. 上部ツールバーのモード
現在のモードは赤色でハイライト表示されます。キーボードショートカットは次のように対応してい
ます。

2.3. 上部ツールバーのフォールバックコントロール - Recover Digital
このボタンは、ワークスペース内の 1 台以上のアンプがバックアップ信号で動作している場合に表示
されます。その原因として以下の 2 つの状況が考えられます。

　●デジタル信号が失われている
または

　●「Force Fallback」ボタンが押された
いずれの場合も、「Recover Digital」ボタンが表示されます。このボタンをクリックすると、ワーク
スペース内の全ての接続されたアンプを強制的にプライマリーデジタル信号に戻します。ワークス
ペース内の全てのアンプが正常にプライマリーデジタル信号に戻った場合、このボタンは消えます。

2.4. 上部ツールバー - ドロップダウン詳細ビュー
このドロップダウンメニューにより、アンプアイコンの表示を切り替えることができます。各項目は
キーボードショートカット［1 ～ 8］に対応しています。

 

※ショートカットは英語キーボードでプログラムされています。
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※ショートカットは英語キーボードでプログラムされています。

2.4.1. Amps（アンプタイプ）
アンプアイコンにアンプタイプを表示します。

これはショーファイルの作成に影響します。プリセットの互換性に重要な主な違いは下の表のとおり
です。

アンプタイプ センサーコントロール Dante LiNET チャンネル
LINUS 14/14D 対応 LINUS 14D のみ 8

LINUS 10 対応 非対応 8

LINUS 10-C 非対応 非対応 4

LINUS 5-C 非対応 非対応 4

LINUS CON アンプによる 非対応 8

スピーカーの互換性については、付属文書『LINUS Control Speaker File List』を参照してください。

2.4.2. ID / IP
アイコンの左側にアンプの ID ナンバーを表示します（他の詳細ビューも全て同様です）。アイコンの
中央部分にはこのアンプの IP アドレスが表示されます。

2.4.3. Name（アンプ名）
これはワークスペース内の各アンプに付けることができる「わかりやすい名前」です。独立した項目
であり、他の項目を参照しているわけではありません。名前を編集するには名前をクリックし、テキ
ストを入力します。

2.4.4. Speaker（スピーカー）
各チャンネルにアサインされているスピーカーを表示します。上段はスピーカーのタイプの省略名、
下段は出力チャンネルのタイプを示します。
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スピーカーのタイプ 省略名 出力チャンネル サフィックス
AiRAY AiR サブ SF
ViRAY ViR ロー LF
TiRAY TiR ミッド MF
APS APS ハイ HF
HOPS 8 HP8 パッシブ PF
HOPS 5 HP5 フロント側カーディオイド FF

リア側カーディオイド RF

2.4.5. Inputs（入力）
チャンネルごとにチャンネル入力ソースを表示します。チャンネルごとに入力レベルメーターが表示
されます。

プレフィックス：
 ● A / B / C / D = アナログ入力
 ● 1 / 2 / 3 / 4 .. 8 = LiNET 入力
 ● D1 / D2 / D3 / D4 = Dante 入力

サフィックス：
 ● -（マイナス記号） = 極性反転
 ● !（感嘆符） = ミックスされた入力、または未入力

メーターは、そのチャンネルにアサインされた入力の入力信号レベルをチャンネルごとに示します。
 ●入力メーターの最小レベルは -60dBFS です。
 ●ピークレベルが -10dBFS を超えるとメーターが黄色に変わります。
 ●ピークレベルが -3dBFS を超えるとメーターが赤色に変わります。

2.4.6. Mutes & Outputs（ミュート＆出力）
チャンネルごとにミュートボタン兼出力レベルインジケーターを表示します。チャンネルのミュート
が ON の場合、インジケーターは赤く点灯します。ミュートが OFF の場合、チャンネルの背景色は
薄いグレーです。

 ミュートされたチャンネル ミュートされていないチャンネル
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チャンネルミュートが OFF の場合、サフィックスの背後に出力メーターが緑色で表示されます。

出力メーターは、各チャンネルのスピーカータイプによる RMS 値を基準にして dB 単位でキャリブ
レートされます。

 ●出力メーターの最小レベルは -45dB です。（スピーカーの RMS を基準にした相対表示）
 ●出力メーターの最大レベルは 0dB です。（スピーカーの RMS を基準にした相対表示）

 

各アンプアイコンの右にはゲインリダクションメーターがあります。このメーターはチャンネルごと
にゲインリダクションを表示します。

 ●ゲインリダクションメーターは -1dB のゲインリダクションが発生すると点灯し始めます。
 ●ゲインリダクションメーターは -6dB のゲインリダクションで完全に点灯します。
 ●ゲインリダクションメーターは-6dBを超えるゲインリダクションが発生すると赤く点灯します。

 

2.4.7. Gain（ゲイン）
チャンネルごとに全てのグループゲインの総和を表示します。

 

2.4.8. Delay（ディレイ）
チャンネルごとに全てのグループディレイの総和を表示します。

2.5. 上部ツールバー - マスターミュート
ネットワーク上の全ての接続されたオンラインアンプのミュート状態を切り替えます。赤はミュート、
グレーはミュート解除を表します。



- 11 -

2.6. 上部ツールバー - Online / Offline（オンライン／オフライン）
ソフトウェアのオンライン／オフラインを切り替えます。

 

3. 下部ツールバー
下部ツールバーには、LINUS Control ウィンドウに関連するツールや各アンプを識別する Identify
機能があります。

3.1. 下部ツールバー - ロック
上部ツールバーで動作モードを「MONITOR」に変更すると、下部ツールバーに南京錠アイコンが表
示されます。クリックするとアイコンの色が赤／オレンジに変わり、全てのインターフェースコント
ロールがロックされ、本番中の不意によるキーボード、マウスの誤入力を防止できます。

インターフェースのロックされていない状態 インターフェースがロックされた状態

3.2. 下部ツールバー - Identify（識別）
「Identify」をクリックすると、ワークスペース上で選択されているアンプの LED が点滅します。
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3.3. 下部ツールバー - ナイトモード／デイモード
下部ツールバー中央のボタンは、インターフェースのナイトモードとデイモードを切り替えます。

 

 ナイトモードとデイモードのボタン

3.4. 下部ツールバー - ズーム
下部ツールバーの右側にあるスライダーは、ワークスペースとその内容の表示を拡大縮小します。こ
れにより、小型システムから大型システムまで画面解像度に合わせて表示サイズを最適化できます。

3.5. 下部ツールバー - 設定
歯車アイコン（設定）を押すと、アプリケーション設定ページが表示されます。

3.6. 下部ツールバー - 警告機能
下部ツールバーの背景色は、デフォルトでは黒ですが、警告または障害が発生すると色が変わります。
これは素早く簡単にユーザーの注意を引くのに役立ちます。下部ツールバーの背景をクリックすると
AMPS ビューが開き、アンプの警告または障害状態が表示されます。

障害の場合、下部ツールバーの背景色が赤に変わります。
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4. セットアップモード
セットアップページはワークスペースの設計の出発点です。このページではワークスペースへのアン
プ／グループの追加、入力ルーティングの選択、グループのアサインなどをロジカルな方法でシステ
ムのアレンジを行います。

主なコンセプト：

 ●アンプは以下のアイコンスタイルで表示されます。

 

 ●チューニンググループは以下のアイコンスタイルで表示されます。

 ●スピーカーはアンプチャンネルにアサインします。

 ●アンプチャンネルはチューニンググループにアサインします。

 ●チューニンググループパラメーターの調整はチューニングページで行います。

4.1. セットアップモード - 上部ツールバー
セットアップモードでは、上部ツールバーの下に追加のツールバーが表示され、セットアップ用のコ
ントロールボタンが表示されます。これらは「TUNE」または「MONITOR」モードでは不要となり
表示されません。

4.2. セットアップモード - アンプの追加
「+」アイコンをクリックする（または、cmd とＦ同時押し）と、選択されているタイプの新規アン
プがワークスペースに追加されます。

追加されたアンプには次の論理 ID（昇順で次の空き ID ナンバー）が割り当てられます。アンプタイ
プを選択するには、アイコンの下半分をクリックし、リストから選択します。

ここをクリックすると選択されている
アンプがワークスペースに追加されま
す。

違うタイプのアンプを選択する
場合はここをクリックします。
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4.3. セットアップモード - アンプ／グループの削除
「X」アイコンをクリックすると、選択されている全てのアンプおよびグループがワークスペースから
削除されます。

ここをクリックするとワークスペース
上で選択されている項目が削除されま
す。

この操作を確定するための確認ダイアログが表示されます。

4.4. セットアップモード - スピーカーの選択
新規ファイルを作成し、アンプをワークスペースに追加すると、スピーカーファイルがスピーカーバ
ナーに追加されます。「+」ボタンをクリックするとバナーにスピーカーを追加できます。このスピー
カーファイルには 2 つの部分があります。

アイコンの上半分は「アサイン」ボ
タンです。

アイコンの下半分にはドロップダウ
ンリストが表示され、ここでスピー
カーを選択できます。

　　　　　

このボタンをクリックするとスピー
カーバナーに新規スピーカーが追加
されます。
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　スピーカーのアイコンボッ
クスがクリックされ「アサ
イン」モードの場合、スピー
カーにアサインするチャン
ネルを選択できます。

4.5. セットアップモード - チャンネルへのスピーカーの囲み選択でのアサイン
スピーカーが「アサイン」モードの場合、クリック＆ドラッグで囲み選択をした範囲内のチャンネル
に素早くアサインできます。

4.6. セットアップモード - スピーカーバナーからのスピーカーの削除
ワークスペース内のどのアンプにもアサインされていないスピーカーは、アイコンの右上に「x」記
号が小さく表示されます。これをクリックするとそのスピーカーがスピーカーバナーから削除されま
す。

　
このボタンをクリックすると
このスピーカーがスピーカー
バナーから削除されます。
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4.7. セットアップモード - チューニンググループの追加
このボタンをクリック（または、cmd または Ctrl と G 同時押し）すると新しいチューニンググルー
プがワークスペースに追加されます。

注意 ユーザーがこのボタンをクリックした後、すぐにグループ名を入力し始めると、Enter を押す前でも
そのテキストがチューニンググループ名として適用されます。

　
こ こ を ク リ ッ ク す る と 新 し い
チューニンググループがワークス
ペースに追加されます。

4.8. セットアップモード - チューニンググループの名前設定
グループをクリックするとそのグループが選択され、ダブルクリックするとグループ名を変更できま
す。キーボードの Enter を押すと名前が確定します。

4.9. セットアップモード - グループへのスピーカーのアサイン

グループアイコン右側にある緑色の  

 

ボタンをクリックするとグループが「アサイン」モードに
切り替わり、グループの背景色が緑に変わります。

スピーカーをクリックするとそのスピーカーがグループにアサインされます。

 

 ボタンをクリックすると、全てのスピーカー／アンプチャンネルがグループにアサインされます。
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4.10. セットアップモード - グループへのスピーカーの囲み選択アサイン
グループが「アサイン」モードの場合、クリック＆ドラッグして囲み選択した範囲内のスピーカーを
そのグループにアサインできます ( 左下図 )。Shift を押しながらクリック＆ドラッグすると、選択さ
れているスピーカーがそのグループから削除されます（右下図）。

4.11. セットアップモード　－　グループアサイン（別方法）
ワークスペース上に新しいグループを追加する時にアンプを選択していた場合、選択したアンプは新
しいグループに自動的に追加されます。

4.12. セットアップモード - アンプの変更
オフラインのワークスペースではアンプタイプを変更できます。ワークスペースで境界ボックスに
よって、または個々にクリックしてアンプを選択し、ツールバーの「Choose Amp」ドロップダウン
をクリックします。

4.12. セットアップモード - アンプ ID の変更
オフライン時はワークスペース内のアンプのIDを変更できます。セットアップモードは、ワークスペー
ス内のアンプの ID ナンバーをダブルクリックします。次のダイアログが表示されます。
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4.13. セットアップモード - ルーティングの設定
1 台以上のアンプの入力ルーティングを同時に調整できます。

注意 選択したアンプタイプやスピーカーによっては、同時にルーティングする際に制限が発生します。
 例えば、2 台の LINUS14 を選択し、1 台目には AiRAY、2 台目には SCP を選択した場合、AiRAY

が中高域と低域に 2 チャンネルを 1 ペアで使用することから、ルーティングウィンドウでは SCP を
アサインしたアンプを含め、チャンネル１+ ２とチャンネル 3 ＋ 4 をペアとしてしかパッチできなく
なります。

アンプを選択します。

「Choose Routing」ボタンをクリックします。

「Analog」または「Digital」を選択します。

・縦の列は入力信号を表します。
 ●横の列は出力です。
 ●「チェックマーク」をクリックして入力と出力をパッチします。
 ●出力の右にあるトグルスイッチは出力極性ボタンです。

アナログ入力 A を全ての出力にルー
ティングします。全ての出力は正相で
す。

アナログ入力 A を出力チャンネル 1、
アナログ入力 B/C を出力チャンネル 2
にルーティングします。出力チャンネ
ル 1 の極性が－に選択されています。

LiNET 入力を全ての出力チャン
ネルにルーティングします。

フォールバックは OFF です。

全ての出力の極性は + が選択さ
れています。
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LiNET 入力 5 を出力チャンネル 1+2 にルー
ティング

LiNET 入力 7 を出力チャンネル 3+4 にルー
ティング

フォールバックは ON の場合です。

アナログ A はチャンネル 1+2 のフォールバッ
クソース

アナログ B はチャンネル 3+4 のフォールバッ
クソース

 

 

Dante入力1を出力チャンネル1にルーティング

Dante入力2を出力チャンネル2にルーティング

Dante入力3を出力チャンネル3にルーティング

Dante入力4を出力チャンネル4にルーティング

注意 Dante のパッチはファームウェアで 1 対 1 に固定されています。
 Dante のルーティングを調整するには、Audinate 社の Dante Controller を使用してください。

縦列全体にパッチするには、Shift を押しながらいずれかのパッチクロスポイントをクリックします。
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5. AMPS ページ
AMPS ページでは、システム内の全ての接続されているアンプの状態が一目でわかります。また、セ
クション 5.4 で説明するスナップショット機能のインターフェースも用意されています。

5.1. AMPS ページ - アンプリスト
AMPS ページの中央は ID ナンバー順のアンプリストです。表示内容は左から順に ID ナンバー、アン
プタイプ、スピーカータイプ（青色表示）、Store Snapshot ボタンが各行にあります。

5.2. AMPS モード - オンラインステータス
アンプがオンラインの場合、緑色のインジケーターが表示されます。

5.3. AMPS モード - エラー
セクション 3.5 で簡単に説明したように、アンプによって通知される警告がいくつかあり、この行で
通知されます。

下の例ではアンプの主電源が喪失しています。その場合、問題のアンプのエラー行だけでなく下部ツー
ルバーでも通知されます。
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状態（障害または警告）を承知するには「Power Loss」通知をクリックします。通知の色がグレー
に変わることに加え、下部ツールバーの色もデフォルトの黒に変わります。障害が解消された場合、

「Power Loss」通知が消えます。

5.4. スナップショット
スナップショットは、特定時点でのアンプの状態を保存する手段と考えることができます。アンプの
ID と他のスナップの内容を除く全てのパラメーターが保存されます。スナップショットは前面パネル
から、またはサードパーティー UDP コマンド（別文書『LINUS サードパーティーコントロール』参照）
によって呼び出すことができます。

注意 LINUS Control v2.X は、アンプ内部に保存された「プリセット」がなく、20 のスナップショットと
LINUS Control から操作するアンプの「ライブ状態」しかないという点で「LINUS Live v1.X」と操
作が根本的に異なります。

注意 LINUS5-C および LINUS10-C アンプは、前面パネルからスナップショットを保存または上書きでき
ません。LINUS14 / LINUS10 / LINUS CON の場合、スナップショットナンバー 1 ～ 10 は前面パ
ネルから読み取り／書き込み可能です。スナップショットナンバー 11 ～ 20 は前面パネルでは読み
取り専用で、LINUS Control からしか保存または上書きできません。

使用例

▼シナリオ A：半固定設備（移動用）

LINUS Control ショーファイルを保存します。また、他の会場でも同じシステムを利用できるように、
それぞれの会場のショーファイルを作成します。

つまり、

 ● 1 つの大部屋をカバーできるようにタイムアライメントとチューニングが施されたディレイが設
定されたメインシステムがあります。

また

 ●小さな「サテライト」部屋のメインシステムとして機能するようにディレイを調整することで、
同じ大部屋を小部屋に分割することも可能です。
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この例では、大部屋用のシステムのチューニングに満足したら、AMPS ページの右上にある「Store 
Global Snapshot」ボタンをクリックします。

ウィンドウがポップアップ表示され、ここでスナップショットナンバーを選択すると共に適切なス
ナップショット名を付けます。このスナップショットナンバーとスナップショット名は、前面パネル
でスナップショットを識別するために使用されるほか、Crestron™ Remotes や AMX などのカスタ
ム UDP メッセージに対応したほとんどのネットワーク機器から通信できるサードパーティー UDP 制
御プロトコルを使用して呼び出す場合の参照としても使用されます。

 

スナップショット
を選択

わかりやすい名前
を設定

注意 複数のアンプの同じスロットに異なる名前のスナップショットが保存されている場合、「Snapshot 
slot」リストに「Mixed snapshots」と表示されます。

 

注意 ポップアップにもあるように、スナップショットを保存する際、メモリーへのアクセスにより音声が
一時的にミュートされます。ショーの最中にスナップショットを保存しないことが重要です。

保存操作が完了すると、LINUS Control ワークスペースの右下に下のメッセージが表示されます。

 

その後、LINUS Control ショーファイルのチューニンググループパラメーター、スピーカー、ルーティ
ングなどを変更した場合、新規スナップショットとして別のナンバーに保存できます。それにより、
LINUS Control ショーのさまざまなオフライン「状態」を前面パネルから素早く呼び出すことができ
ます。
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▼シナリオ B：機材レンタル

機材レンタルの場合、貸し出す先のオペレーターが LINUS Control ソフトウェアを使用せずに前面
パネルからセットアップを呼び出すことを望むことが考えられます。

機器を渡す前に、用途に応じてさまざまな小型システムを構成し、スナップショットとして保存して
おけば、エンドユーザーは前面パネルからスナップショットを選択して呼び出すだけで済みます。

例 - 2 台の HOPS8 と 2 台の G15-SUB

まず、スピーカーをアンプにアサインします。

 

次に入力をアサインします。

次に、2.2ms の同一面用のディレイ（タイムアラインメントスプレッドシートガイドから決定）を加
えるために、チューニンググループを G15 Subs にアサインします。

ここで、現場で前面パネルからオフラインで呼び出しできるように、このアンプにスナップショット
を保存する必要があります。グループパラメーター（ゲイン、ディレイ、EQ など）は、コンピューター
を使用せずに前面パネルから調整できます。
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5.5. 全てクリア
ネットワーク上の全てのオンラインアンプに保存されている全てのスナップショットをクリアするに
は、「Clear all Snapshots」ボタンをクリックし、確認ダイアログで操作を確定します。

5.6. Global set to defaults
AMPS ページに「Global set to defaults」ダイアログを開くためのボタンが用意されました。

このボタンを押すと次のダイアログが表示され、デフォルト値に戻したいパラメーターを指定するこ
とができます。これはツアリング用途において、前日と同じ LINUS Control ショーファイルを使用
しながら、チューニングデータを「初期化」したい場合に特に役立ちます。

を押すと、アンプ名、フォールバック状態、ルーティング、および極性情報を保持した
まま、その下のパラメーターを全てデフォルトに戻すことができます。
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5.7. ロック
LINUS 14,14D/LINUS CON/LINUS 10 アンプを LINUS Control からロックできるようになりまし
た。ロックには 2 つのレベルがあります。

- ディスプレイロック：不注意によるパワーアンプ前面パネルの変更を防止します。ディスプレイロッ
クは、CH1 選択ボタンと STORE ボタンを同時に押すことで解除できます。

- ユニットロック：パワーアンプ前面パネルでのミュート ON/OFF 操作は可能ですが、前面パネル
からのパラメーター変更を防止します。ユニットロックを解除するにはパスワード（PIN コード）が
必要です。パスワードは最大 5 桁の任意の数字として設定できます。PIN の入力は前面パネルまたは
LINUS Control ソフトウェアから行えます。

注意 LINUS 14,14D/LINUS CON/LINUS10 では、CH1 選択ボタンと STORE ボタンを同時に押すこと
でディスプレイロックを解除できます。

注意 PIN コードがわからなくなった場合は、PIN コードがわからなくなった状況とともに、PIN コードを
リセット依頼の正当性を立証する情報を添えて、ご購入された代理店／販売店／施工コンサルタント
／請負業者の何れかにまず連絡してください。追って手順をお知らせします。

アンプロックダイアログを開くには AMPS ページを開き、当該アンプの南京錠アイコンをクリック
します。

次のダイアログが表示されます（LINUS 14,14D/LINUS CON/LINUS 10 の場合）。

「Display Lock」の右側にある「Lock」ボタンをクリックすると、アンプのディスプレイロック状態
の ON/OFF が切り替わります。そのアンプの LCD に「L」または「南京錠」アイコンが表示されます。

「Unit Lock」の右側にある「Lock」ボタンをクリックすると次のダイアログが表示され、パスワー
ドを設定できます（これは 0 ～ 99999 の任意の数値でなければなりません）。
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アンプのロックを解除するにはこの「Unlock」ボタンをクリックし、表示されたダイアログにパスワー
ドを入力します。

フィルターデータを調整すると、フィルターが自動的に ON になります。

6. チューニングページ

6.1. グループパラメーターの調整

 

全てのグループチューニングパラメーターは、対応するアイコンをクリックすることで ON/OFF で
きます。グレー表示のアイコンはパラメーターが OFF、緑色のアイコンはパラメーターが ON である
ことを意味します。

各パラメーターを調整すると、自動的に ON（有効）になります。

OFF　　　　　　　　　　　ON
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6.2. 絶対的なフィルターと相対的なフィルター
スピーカーが複数のグループにアサインされている場合、絶対的なフィルターは 1 つのグループでの
みアクティブにすることができます。相対的なフィルターは全てのグループでアクティブにすること
ができ、出力はアサインされた全てのグループの和になります。

絶対的なフィルター 相対的なフィルター

Array（アレイ） Gain（ゲイン）

Sizing（サイジング） Delay（ディレイ）

Distance（距離） Human（ヒューマン EQ）

Subsonic（サブソニックフィルター） HF Shelf（高域シェルビング）

LowBst（低域シェルビング）

PEQ（パラメトリック EQ）

6.2.1. Gain（ゲイン）
アサインされたスピーカーの相対ゲインを +12dB ～ -99dB の範囲で調整できます。

6.2.2. Delay（ディレイ）
アサインされたスピーカーの相対ディレイを 0ms ～ 1000ms の範囲で調整できます。（LINUS5-C
および LINUS10-C の場合は 0 ～ 200ms）

6.2.3. Array（アレイフィルター）
 ラインソースシステムの為のフィルター、アレイ本数による Low/Hi バランスの補正用

ラインアレイスピーカーがグループにアサインされている場合、アレイ本数を 4x ～ 20x の範囲で調
整できます。

これは 1 グループ内でのみ ON にできます。

6.2.4. Sizing（サイジングフィルター）
 スピーカー量に起因する f 特バランスによる量感の調整用

アサインされたスピーカーのサイズ感を 0.5x ～ 2.0x の範囲で調整できます。（主に中低域からの LF
シェルビングフィルタ）

これは 1 グループ内でのみ ON にできます。

6.2.5. Distance（距離による高域減衰の補正用フィルター）
 フィルタポイント 10kHz,Q 値約 3.0 相当のバンドパスフィルター

アサインされたスピーカーの距離による高域補正を 0m ～ 100m の範囲で調整できます。

これは 1 グループ内でのみ ON にできます。

6.2.6. Sub Sonic（主に 30Hz 以下の低域補正用）シェルビングフィルター
 フィルタポイント 40Hz,Q 値 0.7 相当の LF シェルビングフィルター）

サブソニックフィルターの絶対レベルを +12dB ～ -20dB の範囲で調整できます。

これは 1 グループ内でのみ ON にできます。
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6.2.7. Low Boost（低域補正用シェルビングフィルター）
 フィルターポイント 160Hz,Q 値 0.7 相当の LF シェルビングフィルター

低域シェルビングフィルターの絶対レベルを +12dB ～ -20dB の範囲で調整できます。

これは 1 グループ内でのみ ON にできます。

6.2.8. Human（ヒューマン EQ フィルター）
 聴覚感度の高い 2kHz ～ 4kHz の調整用フィルター、フィルターポイント 3kHz,Q 値 1.0 相当

ヒューマン EQ フィルターの相対レベルを +12dB ～ -20dB の範囲で調整できます。

6.2.9. HF Shelf（高域補正用シェルビングフィルター）
 フィルターポイント 4.5kHz,Q 値 0.7 相当の HF シェルビングフィルター

高域シェルビングフィルターの相対レベルを +12dB ～ -20dB の範囲で調整できます。

6.2.10. PEQ（パラメトリック EQ
スピーカー当たり合計 7 つの EQ が用意されており（LINUS10-C または LINUS5-C アンプを使用す
る場合は 4 つ）、アサインされたグループの全体にわたって使用できます。

 ●別のグループで IN になっていない EQ のみを使用できます。
 ●別のグループで既に IN になっている EQ はグレー表示されます。
 ●「Add equaliser」ボタンをクリックすると EQ を追加できます。
　　　　　　　　　　　　

IN 状態の EQ

既に使用中の EQ

OUT 状態の EQ

6.2.11. PEQ モード
7 つの EQ は全てパラメトリック、高域シェルビング、低域シェルビングの切り替えが可能です。

ドロップダウンの矢印をクリックすると 3 つのオプションが表示されるほか、Delete でそのフィル
ターの削除をする事もできます。（EQ リストの末尾のみ表示されます）。
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6.2.12. クリック＆ドラッグ EQ ウィンドウ
EQ のゲインおよび周波数は、対応するハンドルをクリックし、ドラッグすることで操作できます。カー
ソルをハンドルの上に置くと PEQ ナンバーおよびゲイン値が表示されます。

 

6.2.13. PEQ ハンドル
PEQ グラフでは、フィルターポイントをクリックし、表示されたハンドルを調整することによってフィ
ルターを操作できます。

6.2.14. EQ の削除
ドロップダウンリストから Delete を選択すると EQ リストの末尾の EQ を削除できます。
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7. モニターページ
モニターページは、特に選択したアンプの各メーターを詳細に表示します。ワークスペース内のアン
プをクリックすると下のウィンドウが表示されます。

7.1. 入力メーター
左側の 4 つ（LINUS10 の場合は 2 つ）のメーターは入力メーターです。

各入力メーターの下のラベルには、各チャンネルにルーティングされている入力が表示されます。中
央にピークレベルが表示され、その両側に計算された実効 RMS 出力レベルが表示されます。

　　　　 ピークホールドレベル

ピークレベル

実効 RMS レベル

入力メーターがトップに当たる（色がオレンジまたは赤に変わる）状態で、スピーカーのゲインリダ
クションが発生しない場合、入力段のオーバーロードやオーバーシュートを防止するために、システ
ムのゲインストラクチャー（ゲイン構造）を把握し、適切な値で入力信号のレベルを下げて、システ
ムゲイン側を上げる事をお奨めします。アナログ入力をクリップさせないでください。

アンプユーザーマニュアルは常に最新版をご利用して頂く必要がありますが、参照として最大入力レ
ベルについて以下に明記いたします。

モデル 最大入力レベル（アナログ差動）
LINUS 14 +18 dBu / 6.15 Vrms / 17.4 Vp-p

LINUS CON +18 dBu / 6.15 Vrms / 17.4 Vp-p

LINUS 10 +21 dBu / 8.69 Vrms / 24.6 Vp-p

LINUS 10-C +15 dBu / 4.36 Vrms / 12.3 Vp-p

LINUS 5-C +15 dBu / 4.36 Vrms / 12.3 Vp-p
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注意 DSP 部は 32bit のダブルプレシジョン（倍精度）で内部動作しており、広大なダイナミックレンジを
備えているため、アンプ内部のデジタル信号経路内でヘッドルームが不足することはまずあり得ませ
ん。したがって、所定の環境で最適な結果を得るにはシステムのゲインストラクチャーに注意を払う
と効果的です。

7.2. 出力メーター
出力メーターはモニターウィンドウの右側に表示されます。出力メーターは、出力レベル（ピークお
よび RMS）とリミッターゲインリダクション動作（ピークおよびサーマル）という 2 つの部分で構
成されています。

ピーク出力レベル

RMS 出力レベル

サーマル（温度）リミッターゲインリダ
クション

ピークリミッターゲインリダクション

8. アンプ検出

8.1. ネットワークスキャン
LINUS Control をオンラインにすると、ネットワーク上の全てのアンプを検索します。検出したアン
プに対し、一定の基準を満たした場合にワークスペース内に「Online」としてマークするか、検出リ
ストに登録します。

「Online」としてマークする基準：

 ● ID が一致する
 ●全てのチャンネルでスピーカーファイルが一致する
 ●前面からスナップショットが呼び出されていない
これらの基準を全て満たした場合、「Online」としてマークされ、ショーファイルに含まれているチュー
ニングデータ（グループアサイン、ゲイン、ディレイ、フィルター、ルーティングなど）がアンプに
適用されます。

これらの基準により音声の変更や中断につながりかねない、ショーの最中のソフトウェア操作ミスに
対する弾力性が高まります。
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これらの基準のいずれかを満たさない場合、アンプは「検出リスト」に登録されます。「検出リスト」
へのアンプの登録は下部ツールバーで通知されます。その通知をクリックすると「検出リスト」が表
示されます。

「Amplifier(s) discovered」通知をクリックすると検出リストが表示されます。

「Add all to workspace」ボタンをクリックすると、ネットワーク上で検出されたアンプがワークス
ペースに追加されます。確認ポップアップダイアログにもあるように、これによりアンプのアクティ
ブ状態がクリアされ、出力がミュートされます。

              

「Conform All」ボタンを押すと、ワークスペース上に存在するアンプモジュールが Disvoery List 上
に検出された同一ＩＤのアンプと入れ替わります。ワークスペース上のアンプモジュールがスピー
カーをアサインしていた場合、Discovery List 上のアンプと互換性があるため、入れ替え後もそれら
のスピーカーアサイン設定は変わりません。
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8.2. ID の競合
セクション8.1の基準を1つ以上満たしていないアンプが検出リストに1台以上あるが、そのIDがワー
クスペース内に見つかった場合、ID の競合と考えられます。この場合、「Add all to workspace」で
追加することはできず、次の 2 つの選択肢があります。

 ●代替の「仮想」アンプをワークスペースに追加し、検出されたアンプと置き換える
または
 ●検出されたアンプの 1 つをワークスペース内に既にあるものと置き換える

8.3. 検出リストとワークスペースの整合
この例では、ワークスペース内に 2 台の仮想アンプがあり、それらをネットワーク上で検出されたア
ンプと置き換えたいとします。オンラインにし、下部ツールバーの検出リストボタンをクリックしま
す。

 

オンライン
検出リストボタン
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検出リストが開き、ネットワーク上で検出された 2 台のアンプが表示されます。検出リストで、置き
換え先として使用したいアンプの左にある「○」をクリックします。

 

ワークスペースで、検出リストのアンプに置き換えたいアンプを選択します。このアンプは仮想でも
オンラインでもかまいません。オンラインアンプを置き換え元として選択した場合、置き換えの実行
後、このアンプ自体が検出リストに登録されます。

 

「→」ボタンをクリックすると置き換えが実行されます。
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8.4. 自動保存
現在のところ、アンプから LINUS Control コンピューターにショーファイルを復元することはでき
ません。

注意 これは非常に重要な機能として最優先で開発中です。この機能が完全に実装されるまで（およびそれ
以降も）、万一 LINUS Control コンピューターが紛失や盗難などで使用不可能になった場合にショー
ファイルを復旧できるように、サウンドチェック後にショーファイルは外部 USB ドライブ／ネット
ワーク上の場所に保存することをお勧めします。
また、ショーファイルはユーザーのホームディレクトリーの LINUS Control フォルダーに 10 分ごと
に自動保存されます。10 分ごとに新規ファイルが作成されます。

ハングアップやフリーズなどの機能停止状態からの復旧の時間短縮のために、これらの自動保存ファ
イルだけに頼らず、ミキシングコンソールなどの機器と同様に、作業中の切りの良いところでショー
ファイルを手動でバックアップしてください。

9. 参考 - アンプアイコン
 ●アンプアイコンは 3 つの部分に分かれています。
 ●各部分は互いに独立しています。
 ●ネットワーク関連の表示は左側です（ネットワークエリア）。
 ●アンプ ID ナンバーは TUNE に表示されます。
 ●入力信号のフォーマットおよび信号関連イベントは右側です（入力信号エリア）。
 ●中央の（詳細）エリアには、ホストプログラムのドロップダウンメニューでの選択内容に応じて

状態が表示されます。
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仮想アンプ ネットワークエリア = グレー

オンラインアンプ ネットワークエリア = 白

デジタル信号選択中 入力信号エリア = 黄
（フォールバック OFF）
クロック受信

デジタル信号選択中 入力信号エリア = 赤
（フォールバック OFF）
クロック断

デジタル信号選択中 入力信号エリア = 
（フォールバック ON） 黄色にグレーの枠
デジタルクロックロック

アナログ信号選択中 入力信号エリア = グレー

アンプネットワーク切断 ネットワークエリア = 赤

アンプスタンバイ状態 ネットワークエリア = 黒

デジタル信号選択中 入力信号エリア = 
（フォールバック ON） グレーにオレンジの背景
デジタル信号喪失
アンプはアナログフォールバック状態

デジタル信号選択中 入力信号エリア = 
（フォールバック ON） グレーに黄色の枠
デジタル信号回復
アンプはアナログフォールバック状態

アンプ障害 詳細エリア = 赤の背景
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10. 参考 - キーボードショートカット
ユーザーが必要な画面を素早く表示できるようにキーボードショートカットが実装されています。名
前フィールドまたは数値フィールドへの入力中はショートカットは無効です。

操作 ショートカット

アンプ詳細ビュー － アンプタイプの表示 1

アンプ詳細ビュー － アンプ ID および IP アドレスの表示 2

アンプ詳細ビュー － アンプ名の表示 3

アンプ詳細ビュー － 出力スピーカーアサインの表示 4

アンプ詳細ビュー － アンプの入力ルーティングおよびレベルの表示 5

アンプ詳細ビュー － ミュートボタンおよび出力レベルの表示 6

アンプ詳細ビュー － 出力チャンネル総ゲインの表示 7

アンプ詳細ビュー － 出力チャンネル総ディレイの表示 8

ワークスペースビュー － セットアップページ S

ワークスペースビュー － AMPS ページ A

ワークスペースビュー － チューニングページ T

ワークスペースビュー － モニターページ M

ワークスペースにアンプに追加 Cmd（Ctrl）+F

ワークスペースにグループを追加 Cmd（Ctrl）+G

ワークスペース内の全項目を選択 Cmd（Ctrl）+A

選択したアイテムの削除　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Backspace / Del

仮想アンプ ネットワークエリア = グレー

オンラインアンプ ネットワークエリア = 白

デジタル信号選択中 入力信号エリア = 黄
（フォールバック OFF）
クロック受信

デジタル信号選択中 入力信号エリア = 赤
（フォールバック OFF）
クロック断

デジタル信号選択中 入力信号エリア = 
（フォールバック ON） 黄色にグレーの枠
デジタルクロックロック

アナログ信号選択中 入力信号エリア = グレー

アンプネットワーク切断 ネットワークエリア = 赤

アンプスタンバイ状態 ネットワークエリア = 黒

デジタル信号選択中 入力信号エリア = 
（フォールバック ON） グレーにオレンジの背景
デジタル信号喪失
アンプはアナログフォールバック状態

デジタル信号選択中 入力信号エリア = 
（フォールバック ON） グレーに黄色の枠
デジタル信号回復
アンプはアナログフォールバック状態

アンプ障害 詳細エリア = 赤の背景
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11. 参考 - IP スキーマの新旧比較
IP LINUS LIVE v1.X LINUS Control v2.X

192.168.1.1 モジュール 1 マスター アンプ 1

192.168.1.2 モジュール 1 スレーブ アンプ 2

192.168.1.3 未使用 アンプ 3

192.168.1.4 未使用 アンプ 4

192.168.1.5 未使用 アンプ 5

192.168.1.6 未使用 アンプ 6

192.168.1.7 未使用 アンプ 7

192.168.1.8 未使用 アンプ 8

192.168.1.9 未使用 アンプ 9

192.168.1.10 LINUS Live アンプ 10

192.168.1.11 モジュール 2 マスター アンプ 11

192.168.1.12 モジュール 2 スレーブ アンプ 12

192.168.1.13 未使用 アンプ 13

192.168.1.14 未使用 アンプ 14

192.168.1.15 未使用 アンプ 15

192.168.1.16 未使用 アンプ 16

192.168.1.17 未使用 アンプ 17

192.168.1.18 未使用 アンプ 18

192.168.1.19 未使用 アンプ 19

192.168.1.20 LINUS Live アンプ 20

192.168.1.21 モジュール 3 マスター アンプ 21

192.168.1.22 モジュール 3 スレーブ アンプ 22

192.168.1.23 未使用 アンプ 23

192.168.1.24 未使用 アンプ 24

192.168.1.25 未使用 アンプ 25

192.168.1.26 未使用 アンプ 26

192.168.1.27 未使用 アンプ 27

192.168.1.28 未使用 アンプ 28

192.168.1.29 未使用 アンプ 29

…

192.168.1.248 未使用 アンプ 248

192.168.1.249 未使用 アンプ 249

192.168.1.250 LINUS Live v1.2x. アンプ 250

192.168.1.251 未使用 LINUS Control
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